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ごあいさつ

ごあいさつ

私たち、システムコンシェルジュは「人」と「信頼」を最も大切にする会社です。

決して自分たちだけの成長を追い求め、利益を追求するのではなく、常にお客さま

のお困りごとに耳を傾け、お客さまとともに解決していくことで、エンジニアをは

じめとする私たちのチームは成長します。その結果、お客さまに継続して価値を提

供するイノベーションを実現し、関係する人々が幸せになるようなエコシステムの

実現をめざします。

エンジニアとお客さまが幸せになれる会社へ

代表取締役

飯田 健夫



会社概要

会社名 株式会社システムコンシェルジュ 設立 2005年7月26日

代表取締役 飯田 健夫 資本金 1,000万円

所在地 東京都千代田区神田錦町2-11-7 従業員数 45名（役員・従業員・契約社員含む）

TEL 03-5577-5735 事業内容
・イノベーション創出・組織文化醸成事業
・ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）事業
・ジェネレーティブプロバイダー事業

拠点

大阪オフィス
大阪府大阪市北区梅田２丁目５番８号
千代田ビル西別館３階G号室

宮古島オフィス
沖縄県宮古島市平良字西里1018番地１
マティダヒルズ102号

主な取引先
（５０順）

株式会社エヌオーイー
株式会社飯田産業
岐阜女子大学
株式会社SOYOKAZE
株式会社スコープ
田島ルーフィング株式会社
TIS株式会社
株式会社ヒューマントラスト
株式会社阪急交通社
株式会社マクシスコーポレーション
メディカル・データ・ビジョン株式会社
株式会社ユニマットライフ

福利厚生

関東ITソフトウェア健康保険組合
福利厚生サービス：リロクラブ
オフィス内：リフレクソロジー / カイロプラク
ティック / ロルフィング / コーヒー無料
退職金制度

会社概要



４つの事業内容

イノベーション力 （イノベーション国際資格,イノベーションプロフェッショナル資格など）

セキュリティ
（ネットワーク/エンドポイント/ SASE /ゼロトラスト/アプリケーションセキュリティなど）

信頼される人（People）

プロジェクトマネジメント力 (アジャイル・スクラム、ウォーターフォールなど）

技術力 （AWS資格,Oracle資格,LPIC/LinuC資格,CCNA資格,その他IT関連資格など）

業務理解力 （簿記,販売士,旅程管理主任者,社労士,その他業務資格など）

高い技術力（Technology）

ハードウェア（サーバー , ネットワーク機器・無線LAN , PC , PBX , IP電話など）

ソフトウェア（OS、アプリケーション、データベース、ミドルウェアなど）

デジタルトランスフォーメーション
（RPA , iPaaS , DWH, BI , 生成AI , テキストマイニングなど）

最適な方法（Process）

各種マネジメントシステム
（ITサービス管理、イノベーション管理、ナレッジ管理、プロジェクト管理、セキュリティ

管理、人工知能（AI）管理など）

フレームワーク / ガイドライン
（Scaled Agile Framework®、ISO56002/ISO56001、ISO30401、ISO9001、ISO42001、

ISMS、セキュリティ基準など）

経験・実績
（統合基幹業務システム、ビジネスインテリジェンス（BI）、文書情報管理、グループウェ

ア、セキュリティなど）

お客さまの
経営課題

最適な解
決方法

継続可能
な運用

対話・共感
調査・検証

ジェネレーティブプロバイダー事業

ジェネレーティブプロバイダーとは、課題となるキー
ワードを伝えるだけで、解決策や最適なITツールの選定、
導入から運用まで支援できる「コンサル能力を持つITプ
ロバイダー」のことです。私たちは豊富な知識と経験で、
信頼されるITサービスを提供します。

デジタルトランスフォーメーション事業

予測困難なビジネス環境でも継続的な成長を実現するDX
化に必要な3つの要素について、最適なITツールでDX化
を実現します。
-データの蓄積と分析基盤
-プロセスの自動化、データ連携
-イノベーション管理/プロジェクト管理/ナレッジ管理

ビジネスプロセスアウトソーシング事業

お客さまのIT運用業務の深刻な人材不足を私たちの専門
チームが支援します。お客さまがIT戦略機能を取り戻し、
IT資産管理やヘルプデスク、PCキッティングなどの実作
業領域を当社の専門チームが行います。ホスピタリティ
を重視した私たちのサポート力を実感してください。

ITインフラエンジニアリング事業

可用性・完全性・機密性が確保されたIT基盤によって、
お客さまは継続的にITサービスが利用できます。
私たちのセキュリティ、ネットワーク、データ保護、稼
働監視などの基盤技術によってお客さまの継続的なビジ
ネスとITサービスを支えます。



デジタルトランスフォーメーション（DX）

デジタルトランスフォーメーション事業

予測困難なビジネス環境でも継続的な成長を実現するDX
化に必要な3つの要素について、最適なITツールでDX化
を実現します。
-データの蓄積と分析基盤
-プロセスの自動化、データ連携
-イノベーション管理/プロジェクト管理/ナレッジ管理

データ蓄積と分析基盤 プロセスのデジタル化 イノベーション管理

新しい価値の創造と創出
継続的な成長とカイゼン

エンタープライズ・ワークフロー

業務の自動化：RPA

イノベーション管理のデファクトスタンダード

ナレッジ管理 プロジェクト管理

分析レポート・BIツール

データ基盤 / 分析レポート

ローコード・プラットフォーム



ITインフラエンジニアリング

セキュリティ
データ保護

WAN/LAN・テレフォニー
総合ネットワーク

インフラ基盤構築

ITインフラエンジニアリング事業

可用性・完全性・機密性が確保されたIT基盤によって、
お客さまは継続的にITサービスが利用できます。
私たちのセキュリティ、ネットワーク、データ保護、稼
働監視などの基盤技術によってお客さまの継続的なビジ
ネスとITサービスを支えます。

エンドポイントセキュリティ
次世代 無線LAN

国際的トップレベル
電話システム

ネットワーク機器設置・設定・各種調査・工事

最高のITインフラによって
ITサービスを継続的ものに

ビットマップレプリケーション

統合バックアップ



ビジネスプロセスアウトソーシング

社内情報システム業務 ヘルプデスク業務

ビジネスプロセスアウトソーシング事業

お客さまのIT運用業務の深刻な人材不足を私たちの専門
チームが支援します。お客さまがIT戦略機能を取り戻し、
IT資産管理やヘルプデスク、PCキッティングなどの実作
業領域を当社の専門チームが行います。ホスピタリティ
を重視した私たちのサポート力を実感してください。

サーバー管理・運用業務

- 運用監視
- 障害と復旧対応
- 脆弱性診断と検知・対応
- 侵入検知と対応
- 稼働状況報告（定例会）

など、各種サーバー、ネットワークインフラの
安定稼働を目的とした運用代行を行いま
す。

- 現場からの問い合わせ対応
- 問い合わせ分析と報告
- 問い合わせ状況報告（定例会）

など、現場からの問い合わせ業務を代
行します。

- PCキッティングと配布
- 故障対応と代替PCの配布
- データ復旧 / データ消去対応
- 資産管理、構成管理、契約管理など
（クラウド、ハードウェア、ソフトウェアなど）

など、情報システム部門の実務作業を
代行します。

（例）
• Windows10→11への切り替え作業と保
守

• iPhone/iPad設定と全国配布と保守
• 拠点無線LAN全国配布と保守

DX時代の戦略組織として
情報システム部門を解放させる



ジェネレーティブ・プロバイダー（価値創出型（Generative）ITサービス企業のこと）

ジェネレーティブプロバイダー事業

ジェネレーティブプロバイダーとは、課題となるキー
ワードを伝えるだけで、解決策や最適なITツールの選定、
導入から運用まで支援できる「コンサル能力を持つITプ
ロバイダー」のことです。私たちは豊富な知識と経験で、
信頼されるITサービスを提供します。

ビジネスプロセスアウトソーシング事業

お客さまのIT運用業務の深刻な人材不足を私たちの専門
チームが支援します。お客さまがIT戦略機能を取り戻し、
IT資産管理やヘルプデスク、PCキッティングなどの実作
業領域を当社の専門チームが行います。ホスピタリティ
を重視した私たちのサポート力を実感してください。

ITインフラエンジニアリング事業

可用性・完全性・機密性が確保されたIT基盤によって、
お客さまは継続的にITサービスが利用できます。
私たちのセキュリティ、ネットワーク、データ保護、稼
働監視などの基盤技術によってお客さまの継続的なビジ
ネスとITサービスを支えます。

デジタルトランスフォーメーション事業

予測困難なビジネス環境でも継続的な成長を実現するDX
化に必要な3つの要素について、最適なITツールでDX化
を実現します。
-データの蓄積と分析基盤
-プロセスの自動化、データ連携
-イノベーション管理/プロジェクト管理/ナレッジ管理

価値の創造と創出する領域 価値の提供を支えるインフラ領域 価値の提供を支える運用領域

信頼される人（People）

高い技術力（Technology）

最適な方法（Process）

最適な解決方法

継続可能な運用

対話・共感

お客さまが求める価値
お客様が創出したい価値

潜在的な課題
現在と将来の課題



当社の強み

当社の強み

堅牢なIT基盤がなければアプリケーションを稼働させることはできません。私たちはThe Linux Foundationを支

援する日本を代表するエンジニアを技術顧問とし、最新のIT技術を求めつつ、過去の技術にも目を向けお客

さまが求める最適な技術の探求とサービス提供を行います。

IT Infrastructure（IT基盤技術）

IT Practices（成功と失敗によって研鑽される方法論）

ツールや技術自体は価値とはいえません。価値を感じてくれるお客さま、喜んでくれる方々がいて価値に変

えることができます。予測不可能な社会のなかで継続的な価値を提供するために、日本初の国際標準企画

ISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）の認証を取得し、他では実践していないイノベーショ

ンの仕組みを作りました。この仕組みや方法論をお客さまへサービス提供し、「私たちからお客さまへ」

「お客さまから私たちへ」それが私たちの考えるチームワークと価値あるサービスの方法論です。

IT Tools（先進的なツール活用）

変化に素早く対応するには、活用できる技術やツール、ライブラリなどを知り、実際に利用することが重要

です。私たちはITツールや技術を探求し、実際に体感することで最高のサービスが提供できると考えていま

す。私たちの社内では多くのツールを活用しています。



当社の強み

日本国内初のISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）の認証取得

人材育成・組織開発に関するアワード受賞

イノベーションの国際標準規格「ISO56002」とは
「ISO56002」は、世界中のイノベーションを起こした企業のマネジメ
ント手法を分析し、考え方や方法論を標準化したイノベーション・マネ
ジメントシステムの国際標準規格です。新しい価値を創出し、価値の継
続と向上を実現するためのガイドラインです。

ラーニングイノベーションアワード2023】とは
人的資本情報の開示が義務化され、人的資本経営への注目が日々高まる
中、多くの日本企業が人材投資による取り組みを加速しています。ALL 
DIFFERENT株式会社は、人材育成に取り組む企業に様々な事例を紹介し、
新たな知見や視点を提供するために、年に一度「ラーニングイノベー
ションアワード」を開催し、人材育成・組織開発において優れた取り組
みを行っている企業を表彰しています。ラーニングスパイラル賞は、
「気づく」「学ぶ」「できる・変わる」「続ける」の全ステップを構築
し、実効を上げている企業に授与されます。



そのほか

ホワイト企業認定

教育制度

私たちの成長がお客さまを幸せにします。未来を担う大切な従業員の成長を願い、いつでも勉強できるラーニングシ

ステムを複数契約し、パートや派遣社員などを含む全従業員にアカウントを発行。必要な技術や能力習得には資格取

得も含めて会社が負担をします。この取り組みは人材育成・組織開発において  ラーニングスパイラル賞も受賞して

います。

ホワイト企業認定とは、働きやすい職場環境を提供し、社員の幸福度を重視する企業に与えられる認定制
度のことです。一般的に、長時間労働の抑制や福利厚生の充実、ダイバーシティ推進、キャリア形成支援
など、従業員の働きやすさを向上させる取り組みを行っている企業が対象となります。

福利厚生
私たちは従業員だけでなく、家族まで届く福利厚生が必要だと考えています。 予防注射や市販薬の割引や保養所
施設やイベントが充実している関東ITソフトウェア健康保険組合、多くの施設や商品、遊園地、サービスなどの
割引ができる福利厚生倶楽部リロクラブの利用ができます。



主要な顧客

旅行・観光業界 金融・保険業界

製造業界

介護・ヘルスケア業界

広告・メディア業界

その他、人材派遣・飲食など

IT業界



イノベーション・マネジメントシステムに関する関係チャネル

ISO56001 /ISO56002策定への協力

フレームワーク開発

世界最大規模
イノベーション研究機関

Global Innovation Management Institute（GIMI）

方法論

ISO56001/ISO56002認証審査

ISOに関する情報

IDEASCALE（アイデアスケール社）

イノベーション活動に関する事例

事例・活用例

公益社団法人
日本文書情報マネジメント協会(JIIMA) 日本ナレッジ・マネジメント学会

一般社団法人
Japan Innovation Network（JIN）

IMSに関する概念文書情報管理の方法

ナレッジ管理の方法
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自己紹介

自己紹介
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大塚 和彦（おおつか かずひこ）

株式会社システムコンシェルジュ
取締役 兼 Chief Innovation Officer

略歴
1967年、埼玉県生まれ。幼少期にゲームを禁止され、どうしてもゲームがやりたい
のでアセンブラ言語とBASIC言語でゲームプログラムの開発を行う。
大学卒業後、営業職を希望し、リコー情報システム株式会社（現リコージャパン）
に入社。MA事業部にて、主に新規顧客開拓、新規事業立ち上げに関わる。その
後も数社に転職し、ほとんどが新規顧客開拓、新規事業立ち上げに関わる経験を
もつ。

2023年4月、株式会社システムコンシェルジュ
に入社し、イノベーション活動（事業創出など）を行いながら、業務・インフラ・アプリ
ケーションなど多種多様な経験から、お客さまのお悩みを解決するコンシェルジュとし
て活動を行なっている。

20代：新卒から入社2年目頃から新規事業や新規顧客、新しいソリューション創造に関わる
30代前半：家業の製麺会社にてラーメン店、中華料理店に食材を提供
30代後半：大手SI関連会社にて新規顧客、新規事業に関わる
40代前半：海外製品の日本法人立ち上げ、および別会社の新規事業の立ち上げ
40代後半：大手SI会社のオープンソース事業に関わる
50代前半：2019年2月にIPOしたプロジェクト管理／ナレッジ管理の会社に関わる
現在 ：新規事業、新規顧客、IPOなどの経験を活かし、イノベーション管理ツールをベースとした

価値創造の仕組みや方法論のサービス提供

自己紹介と
会社紹介



スピーカー紹介 大塚 和彦（おおつか かずひこ）

株式会社システムコンシェルジュ
取締役 兼 Chief Innovation Officer

略歴
1967年、埼玉県生まれ。幼少期にゲームを禁止され、どうしてもゲームがやりたい
のでアセンブラ言語とBASIC言語でゲームプログラムの開発を行う。
大学卒業後、営業職を希望し、リコー情報システム株式会社（現リコージャパン）
に入社。MA事業部にて、主に新規顧客開拓、新規事業立ち上げに関わる。その
後も数社に転職し、ほとんどが新規顧客開拓、新規事業立ち上げに関わる経験を
もつ。

2023年4月、株式会社システムコンシェルジュ
に入社し、イノベーション活動（事業創出など）を行いながら、業務・インフラ・アプリ
ケーションなど多種多様な経験から、お客さまのお悩みを解決するコンシェルジュとし
て活動を行なっている。

20代：新卒から入社2年目頃から新規事業や新規顧客、新しいソリューション創造に関わる
30代前半：家業の製麺会社にてラーメン店、中華料理店に食材を提供
30代後半：大手SI関連会社にて新規顧客、新規事業に関わる
40代前半：海外製品の日本法人立ち上げ、および別会社の新規事業の立ち上げ
40代後半：大手SI会社のオープンソース事業に関わる
50代前半：2019年2月にIPOしたプロジェクト管理／ナレッジ管理の会社に関わる
現在 ：新規事業、新規顧客、IPOなどの経験を活かし、イノベーション管理ツールをベースとした

価値創造の仕組みや方法論のサービス提供

新規事業開発 / 新規顧客開拓

ナレッジ管理

文書情報管理

プロジェクト管理

事業継続
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本セミナーの目的

1.イノベーションの仕組みの必要性を理解

2. イノベーション・マネジメントシステム（IMS）の概要の理解

5. 株式会社システムコンシェルジュのサービスの理解

3. イノベーション・マネジメントシステム（IMS）の効果の理解

4. ISO56001認証取得のプロセスとポイント
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ISO56001基本体系

イノベーションの基本的な考え方

日本の動向

ISO56001審査ポイント
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ISO56000シリーズ

について 2013年に設立された50ヶ国以上が参加するISO/TC279というイノベーションマネジメントシステム（Innovation 
Management System, IMS）のISO技術委員会より、2019年7月にイノベーションの国際標準規格として策
定されたものがISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）です。

イノベーションの取り組みを、体系的かつ効果的に進めるための国際標準群で、企業・団体・公共機関などがイノベー
ションを組織的に推進するための「共通言語」と「運用の型」を定めたシリーズです。

マネジメント規格

基本規格

個別規格

2024年9月10日発行

2019年7月発行
2023年：JIS規格化
JIS Q 56002:2023イノベーション・マネジメントシステム 

ISO56000シリーズ

とは

なぜ必要なのか？

何ができるように

なるなのか？

誰のためのものか？



なぜ必要なのか？
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ISO56000シリーズ

について

社会や市場の変化が激しい今、「いままで通り」では現状維持もできない

価値を生み出せる力&継続的なカイゼン
＝イノベーション能力が重要

こんな組織におすすめ！

アイデアはあるけど、形にできない

属人化して組織機能になっていない

経営と現場に乖離（ロスタイム）がある

外部と協業したいけど、やり方がバラバラ

環境変化への適用が遅いと感じる

ビジネス環境の変化を十分に把握できていない

…そんな悩みを抱える方・組織が、共通の枠組みでイノベーションを実現するために活用する国際標準
規格です。

ISO56000シリーズ

とは

なぜ必要なのか？

何ができるように

なるなのか？

誰のためのものか？



何ができるようになるのか？
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ISO56000シリーズ

について

予測困難なビジネス環境下において、レジリエンス

（回復力）と変化への適応ができるようになる

投資家・株主、取引先、政府の支援を受けやすくな

る（投資家や上層部からの信頼UP）

人的力量と組織機能が向上し、成長を感じることが

でき離職率の低下と雇用の確保がしやすくなる

ISO56000シリーズ

とは

なぜ必要なのか？

何ができるように

なるなのか？

誰のためのものか？

新しい製品やサービス、仕組みを、すばやくカタチ

にできるようになる

組織機能として
継続的な成長ができる

経営マネジメント側の意図や方針が、全部門に正し

く浸透しやすくなる（生産性が向上）



誰のためのものか？
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ISO56000シリーズ

について

ISO56000シリーズ

とは

なぜ必要なのか？

何ができるように

なるなのか？

誰のためのものか？

対象 説明

企業・組織
（すべての規模・業種）

製造業、IT、サービス業、公的機関など、どんな業界でも導入可能。
とくに新規事業開発や改善活動を進めたい企業。

経営者・役員クラス
イノベーションを戦略的に進めたいリーダー層。特に「何から手をつけていいかわからな
い」と悩む方に◎

新規事業開発部門・R&D部門
実際にアイデアを形にする現場チーム。プロセスや評価方法が体系化されて進めや
すくなります。

中小企業の経営者・管理者
限られたリソースでも、効果的にイノベーションを進めたい方にとって頼りになるフレー
ムワークです。

自治体・行政機関・大学などの公
的機関

地域イノベーションや産学官連携、社会課題の解決を目指す活動にも応用できま
す。

投資家・ファンド・政策立案者 投資先や支援対象のイノベーション能力を見極める判断材料として活用されます。

パートナー企業やサプライヤーを選
定する企業

協業先のイノベーション力を評価する際の共通言語・指標としても利用できます。
ビジネスマッチングやオープン・イノベーションを支援する企業にも最適です。

ステークホルダーの要求事項
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ISO56001要求事項
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イノベーションの基本的な考え方
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ISO56001審査ポイント
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市場動向

日本政府の動向

2011年10月に経済産業省が発足した「フロンティア人材研究会」から始まり、2015年には「イノベーション・マネジメントシステム100
委員会」が設立された。

2018年には「省庁横断的プロジェクト「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」を発表。

その後も政策発表が行われ、2020年以降
• イノベーション創出に向けた経済産業省の取組
• イノベーションを生み出す企業経営と市場創出について
• イノベーション循環の実現に向けた政策の方向性
• イノベーション創出のための学びと社会連携推進に関する研究会 報告書-共助により価値創造人材の育成を支える環境の構築に
向けて

などが発表されている。

政府発表の「企業と投資家の対話のための「価値協創ガイダンス 2.0 - サステナビリティ・トランスフォーメーション（SX）実現のための
価値創造ストーリーの協創」も公開され、多くの上場企業が「価値協創ガイダンス2.0」を参考に投資家向けのレポートを公開している。

経済産業省イノベーション循環”が新たな価値を生み、持続可能な産業を創る
https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230602007/20230602007.html

https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/k igyoukaikei/

ESGguidance.html

日本政府の動向

世界市場の動向

日本市場の動向

IMSに取り組む
企業

https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/kigyoukaikei/ESGguidance.html
https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/kigyoukaikei/ESGguidance.html
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市場動向

日本政府の動向

世界市場の動向

日本市場の動向

世界のイノベーション関連市場の動向

Fortune Business Insights発表内容

北米は世界市場で最大の市場シェアを保持すると予想されます。最小限のエラーで予定どおりに製品を納品するため、革新的な管理プラットフォームに対する
需要が地域全体で大幅に増加しています。小売、政府、ITおよび通信、製造部門において、人工知能（AI）、仮想現実（VR）、自動運転車などを活
用した強化されたイノベーション管理プラットフォームに対するニーズの高まりにより、イノベーション管理の需要が高まることが予想されます。この地域の市場。 
IdeaScale、Planview, Inc.、Sopheon、Salseforce などの主要市場プレーヤーの存在が、この地域での収益創出に貢献しています。

アジア太平洋地域は、予測期間中に大幅な成長を示すことが予想されます。中国、インド、シンガポール、韓国などでイノベーション管理プラットフォームの採用
が増加しており、この地域の市場の急速な成長を促進すると予想されます。 Digital Trends レポート 2018 によると、AI テクノロジーは、アジア太平洋地
域が今後数年間で世界をリードする地域になると予想される分野の 1 つです。さらに、適切な数の市場ベンダーの存在により、この地域におけるイノベー
ション管理の需要が促進されています。

イノベーションマネジメント 市場規模
イノベーションマネジメント 市場規模は2022年に1.6億米ドルで評価さ
れ、2023年から2032年の間に9%以上のCAGRを登録すると予想さ
れ、イノベーションに重点を置いています。 さまざまな業界を横断するビジ
ネスは、事業の持続と成長のためのイノベーションの重要性を認識してい
ます。 競争が激化するにつれて、組織はイノベーションマネジメントのソ
リューションに投資し、創造性の文化を促進し、アイデアの生成と評価を
合理化し、新製品やサービスを市場投入し、より早く市場投入しています。

ビジネスプロセスの継続的なデジタル変革は、2023-2032を超えるイ
ノベーション管理市場を目指す重要な要因です。 デジタルプラット
フォームは、より効率的なコラボレーション、アイデア生成、データ主
導の意思決定を可能にします。 イノベーションプロセスを合理化し、
市場ニーズの変化に迅速に対応 AIと分析の統合により、企業がトレ
ンドを特定し、リスクを評価し、リソース配分を最適化し、最終的に継
続的なイノベーションの文化を促進し、長期的な市場関連性を確保
することができます。

年間平均成長率（CAGR）：10%〜34%

IMSに取り組む
企業
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市場動向

日本政府の動向

世界市場の動向

日本市場の動向

日本市場の動向

日本のイノベーション・マネジメント市場は、特に近年、デジタルトランスフォーメーションや持続可能性への関心の高まりに伴い、急速に成長
しています。

• ISO 56001の導入と普及
経済産業省が推進するISO56001（イノベーション・マネジメントシステム）は企業が体系的にイノベーションを推進するためのフレームワークとして注目を集めています。

• オープンイノベーションの推進
日本の大手企業は、スタートアップや研究機関との連携を通じて、オープンイノベーションを積極的に推進しています。三菱、日立、トヨタなどの企業が主導するオープン
イノベーションプログラムやアクセラレーションプログラムが増加しています。

• デジタルトランスフォーメーション（DX）とイノベーションの融合
DXは日本企業にとって不可欠な課題となっており、デジタル技術を活用したイノベーション活動が加速しています。AI、IoT、ブロックチェーンなどの先端技術を活用した
製品・サービス開発が進んでおり、成果を出すにはイノベーションは不可欠な要素となっています。

• スタートアップ支援とベンチャー投資の増加
経済産業省の「J-Startup」プログラムなど、日本では政府や大企業によるベンチャー投資が活発化しています。スタートアップと大企業が協業し、リスク分散とイノベーショ
ン促進を目指す動きが加速しています。

• サステナビリティとイノベーション
SDGs（持続可能な開発目標）への関心が高まる中で、企業は環境に配慮したイノベーション活動を推進しています。

• 人材育成とイノベーション文化の醸成
イノベーションを持続的に生み出すための人材育成が課題となっており、リーダーシップ開発やアジャイルな働き方を支援する研修プログラムが注目されています。特に若手
社員やミドルマネジメント層の育成が、イノベーション推進において重要視されています。

結論（まとめ）

達成すべき目的は、ビジネス環境の変化を察知、および予測し、価値ある製品・サービスをいち早くリリースすることが求められている。
そのためには、イノベーション・マネジメントシステムとイノベーション管理ツールが必要となっている。

単純にイノベーション・マネジメントシステムを実践することを目的とするならExcelなど非専門ツールでも実践できるが、本来の目的
を達成する場合、専門ツールの利用は不可欠な要素である。

デジタルトランスフォーメーション（DX）の最後のピースを埋めて、DXの目的を達成するには、イノベーションの仕組みは不可欠な
要素となっている。

IMSに取り組む
企業
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市場動向

日本政府の動向

世界市場の動向

日本市場の動向

IMSに取り組む
企業

株式会社ベネッセホールディン
グス

アボットジャパン合同会社 TDK株式会社 日東電工株式会社 長瀬産業株式会社

株式会社電通 株式会社ジェイテクト センクシア株式会社 三井金属鉱業株式会社 前田建設工業株式会社

ANAホールディングス株式会
社

株式会社島津製作所 株式会社荏原製作所 シチズン時計株式会社 株式会社たけびし

株式会社NTTドコモ 西日本旅客鉄道株式会社 カゴメ株式会社 積水化学工業株式会社 株式会社ダイセル

オリンパス株式会社 三井化学株式会社 KOA株式会社 株式会社オプテージ ダイダン株式会社

株式会社LIXIL JX金属株式会社 JSR株式会社 中国電力株式会社 日本ガイシ株式会社

株式会社日立ハイテク
株式会社SCREENホールディング
ス

日本フッソ工業株式会社 新中村化学工業株式会社 TIS株式会社

中外製薬株式会社 三井住友建設株式会社 日本ゼオン株式会社 株式会社システムコンシェルジュ 日揮グローバル株式会社

日本たばこ産業株式会社 JFEスチール株式会社 株式会社キッツ 株式会社鎌倉製作所 株式会社日立システムズ

コニカミノルタ株式会社 大日本印刷株式会社 ミズノ株式会社
日鉄ケミカル＆マテリアル株式会
社

株式会社リコー

テルモ株式会社 昭和電工マテリアルズ株式会社 TOTO株式会社 明治ホールディングス株式会社 株式会社両備システムズ

伊藤忠グループ 帝人株式会社
パナソニック株式会社コネク
ティッドソリューションズ社

日揮ホールディングス株式会社 株式会社日本触媒

株式会社エヌ・ティ・ティ・
データ

宇部興産株式会社 日立建機株式会社 キヤノン株式会社 江崎グリコ株式会社

関西電力株式会社 AGC株式会社 ナブテスコ株式会社 株式会社やまびこ アズビル株式会社

コクヨ株式会社 日本特殊陶業株式会社
NECソリューションイノベータ株
式会社

星和電機株式会社 電源開発株式会社

IMSに取り組む主な企業

IMS研究会では、以下が主要メンバーとなり、イノベーション・マネジメントシステム（IMS）に取り組んでいます。

・ 沖電気工業株式会社
・ KOA株式会社
・ 三菱電機グループ
・ ソニーグループ
・ 日立グループ

未公開
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市場動向

日本政府の動向

世界市場の動向

日本市場の動向

IMSに取り組む
企業

イノベーション100委員会の企業
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市場動向

日本政府の動向

世界市場の動向

日本市場の動向

IMSに取り組む
企業

イノベーション100委員会の企業
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市場動向

日本政府の動向

世界市場の動向

日本市場の動向

IMSに取り組む
企業

株式会社三菱総合研究所：令和元年度産業経済研究委託事業
（商品・サービスの高付加価値・高価格販売化の取り組み事例に関する調査事業
https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/kodoshishin/pdf/kouhukakti2.pdf
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帝人株式会社

新規事業開発
イノベーション分野

従業員エンゲージ
メント
ダイバーシティ

投資家向けメッ
セージ

株式会社システムコ
ンシェルジュ

その他



従業員エンゲージメント・働き方改革、ダイバーシティ

34

帝人株式会社

新規事業開発
イノベーション分野

従業員エンゲージ
メント
ダイバーシティ

投資家向けメッ
セージ

株式会社システムコ
ンシェルジュ

その他



投資家向けへのメッセージ
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帝人株式会社

新規事業開発
イノベーション分野

従業員エンゲージ
メント
ダイバーシティ

投資家向けメッ
セージ

株式会社システムコ
ンシェルジュ

その他
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帝人株式会社

新規事業開発
イノベーション分野

従業員エンゲージ
メント
ダイバーシティ

投資家向けメッ
セージ

株式会社システムコ
ンシェルジュ

事例・活用例
日本初のISO56001認証取得

ITサービス企業としては世界初となるISO56001認証取得

その他
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帝人株式会社

新規事業開発
イノベーション分野

従業員エンゲージ
メント
ダイバーシティ

投資家向けメッ
セージ

株式会社システムコ
ンシェルジュ

事例・活用例
日本初のISO56001認証取得を実現した

事業再構築と継続的な価値創出の仕組み作り

事業継続を行うために、組織が自律的に顧客への価値を創造できる仕組みと文化を醸成する。
ISO５６００1（イノベーション・マネジメントシステム）を引用した仕組み

機会の特定

コンセプト
の創造

コンセプト
の検証

ソリュー
ションの開

発

ソリュー
ションの導

入

リーダーシップ
ビジョン・方針・計画

組織の状況
外部および内部の状況、文化、協力など

支援体制
資源（人材、時間、財務、ツールなど）

評価と改善
観察・測定・分析・評価と改善

• 規定・ルール・ガイドライン
• 人事評価制度
• マネジメントシステムの仕組み
• 力量定義と教育カリキュラム

これらの仕組みを３ヶ月で構築しました

その他



主な海外実績

新規事業開発
イノベーション分野

従業員エンゲージ
メント
ダイバーシティ

投資家向けメッ
セージ

株式会社システムコ
ンシェルジュ

その他

帝人株式会社



主な国内実績

新規事業開発
イノベーション分野

従業員エンゲージ
メント
ダイバーシティ

投資家向けメッ
セージ

株式会社システムコ
ンシェルジュ

その他

帝人株式会社
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ISO56001基本体系

イノベーションの基本的な考え方

日本の動向

ISO56001審査ポイント
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基本的な考え方

アイデア募集（機会）からビジネス企画（価値）までのイノベーション活動プロセスを管理

発明

改善

イノベーション

イノベーションの基本的な考え方
イノベーションの基本的

な考え方

正しい理解

情報収集による

成功率
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アイデア募集（機会）からビジネス企画（価値）までのイノベーション活動プロセスを管理

イノベーションを生み出すには、できるだけ多くの情報やアイデアなどの点（ドット）が必要

複数の点（ドット）を繋げて新しい価値をもったアイデアを創出する

イノベーションは点（因子）を結合させて新しい価値を生み出す方法論

基本的な考え方

イノベーションの基本的な考え方

人脈

性格

経験

情報

技術

製品

サービス顧客

取引先
株主

投資家

法律

社会情勢正しい理解

イノベーションの基本的
な考え方

情報収集による

成功率
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イノベーションの正しい理解

アイデア募集（機会）からビジネス企画（価値）までのイノベーション活動プロセスを管理

成功率の低いイノベーション活動

価値が証明できない

先に線を引いてから、点を探す行為

価値が証明できる

成功率の高いイノベーション活動

点を線で結合させて、価値を創造する

価値が証明できない

点が少ない状態で線をひく行為

点を多く集める方法は従業員や顧客、取引先など多くの人からの意見や情報を収集することが重要

イノベーションの基本的
な考え方

基本的な考え方

正しい理解

情報収集による

成功率



44

イノベーションの基本的
な考え方

基本的な考え方

正しい理解

情報収集による

成功率

事業化にも大きな違い

中小企業庁の調査結果では、「組織の状況」の要求事項である「市場ニーズの探索」に取り組む企業
と、取り組まない企業では、事業化に大きな差がでている。
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イノベーションの基本的
な考え方

基本的な考え方

正しい理解

情報収集による

成功率

事業化にも大きな違い

中小企業庁の調査結果では、「組織の状況」の要求事項である「市場ニーズの探索」に取り組む企業
と、取り組まない企業では、事業化に大きな差がでている。

情報収集は
イノベーションの起点となる
重要な要素です。



会社紹介

自己紹介

本講座の目的

ISO56001とは何か？

ISO56001要求事項

ISO56001基本体系

イノベーションの基本的な考え方

日本の動向

ISO56001審査ポイント



イノベーション・マネジメントシステムを組織機能として定着
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組織機能として

ISO56001基本体系

管理レベル

要求レベル

イノベーション・マネジメントシステムを組織機能として定着させる目的は、「イノベーションを組織の
力で持続的に生み出し続け、競争力・成長力を高めるための基盤をつくること」にあります。個人の努力
や偶然に頼らず、戦略と仕組み、文化を一体化してイノベーションを経営の中核に据えることが主な目的
です。活動を形骸化させずに有効性を保つためには上下の要素が必要です。

情報収集
アイデア出

し
コンセプト

プロジェクト
タスク

評価・分
析

外部の論点

内部の論点

ISO56001の基本体系



ISO56001（イノベーション・マネジメントシステム）の基本体系
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ISO56001の基本体系

ISO 56001の基本体系は、ISO56002と同じとなります。

ISO56001の基本体系

章 タイトル

1 適用範囲

2 引用規格

3 用語及び定義

4 組織の状況

5 リーダーシップ

6 計画

7 支援体制（サポート）

8 活動

9 パフォーマンス評価

10 改善

組織機能として

ISO56001基本体系

管理レベル

要求レベル



ISO56001（イノベーション・マネジメントシステム）の基本体系
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

状況の把握
現在の位置付け（ポジション）の把握
目指す方向性の把握

価値を生み出すための活動プロセス

活動を支援するためのサポート

活動を継続的なものにするPDCAサイ
クル

組織機能として

ISO56001基本体系

管理レベル

要求レベル



ISO56001（イノベーション・マネジメントシステム）の基本体系
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ISO56001の基本体系

組織機能として

ISO56001基本体系

管理レベル

要求レベル



ISO56001（イノベーション・マネジメントシステム）の基本体系
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ISO56001の基本体系

用語 意味 説明

shall 要求事項（must）
規格において「必ず実施しなければならない」ことを示します。ISO 
56001に適合するにはこの条件を満たす必要があります。例：
「The organization shall establish...」

consider 考慮すべき事項
意思決定の前に検討・考慮すべき内容を示しています。必須では
ありませんが、合理的に無視できない要素です。例：「The 
organization shall consider...」

can 可能性・選択肢
実施が可能である、あるいは選択肢の一つとしてあり得ることを
示します。強制ではありません。例：「The organization can use...」

ISO56001に記載される要求事項には、実行義務の強さの違いが記載されています。

※ISO56001では、要求レベルを明確にしておりますが、ISO56002では、「望ましい」と記載されます。
ISO56002の場合、「望ましい」を「しなければならない（Shall）」に置き換えて審査を行うため、ISO56002の審査の方が、
より厳しいものとなります。

組織機能として

ISO56001基本体系

管理レベル

要求レベル
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本講座の目的

ISO56001とは何か？

ISO56001要求事項

ISO56001基本体系

イノベーションの基本的な考え方

日本の動向

ISO56001審査ポイント



組織の状況
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ISO56001の基本体系

要求事項

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

ISO56001 – 要求事項 株式会社システムコンシェルジュのコメント

組織は次のことを決定するものとする。

a.組織の目的に関連し、IMSの意図した結果の達成に影響を及ぼす外

部および内部の課題

b.気候変動に関連する課題

c.価値創出の可能性がある機会領域

注1： 課題は、組織に対して正または負の影響を与える可能性があり、

過去の経験、現在の状況、将来の予測に関連することがあります。

注2： 外部の課題は、例えば政治的、経済的、市場的、社会的、技術的、

法的、規制的、規格、環境的、倫理的要因に関連しており、地域的、国

内的、国際的なものが含まれます。

注3： 内部の課題は、例えば組織のビジョン、ミッション、価値観、文

化、財務、人材、慣行、価値創出モデル、能力、資源、ガバナンス、実

績などに関連します。

適用範囲で定義した事項に影響を与える情報や課題について定義しま

す。

要求事項を満たした情報を収集し、状況を理解するための条項となり

ます。

プロセスとしては、収集した情報や課題は課題管理表に記載し、関係

者へ周知する。管理表への記載は、情報ソースなどの分類を行うこと

が望ましい。



組織の状況
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ISO56001の基本体系

要求事項

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

ISO56001 – 要求事項 株式会社システムコンシェルジュのコメント

組織は次の事項を決定しなければならない。

a) 機会が存在する分野，及びイノベーション・マネジメントシステム

に関係する，現時点及び潜在的な，内部及び外部の利害関係者

b) これらの利害関係者の現在及び予想される，関連するニーズ，期待，

及び要求事項

c) これらのニーズ，期待，及び要求事項の中で，イノベーション・マ

ネジメントシステムを通じて取り組むもの

注記1

ニーズ及び期待は明示的又は暗黙的な場合がある。

注記2

関連する利害関係者は，気候変動，環境及び社会的な影響，ガバナン

ス及び倫理に関連する要求事項をもっている場合がある。

組織の状況を把握するために当社のすべての部門および外部ベンダー

に対して協力を要請する。

注記3

利害関係者は，例えば，利用者，顧客，パートナー，供給者，競争相

手，団体，学会，規制当局，官庁，従業員，オーナー及び投資家が含

まれる場合がある。

「4.1組織及びその状況の理解」において、利害関係者からの課題

についても記載が行われているため、本項ではそのように明記する

ことが必要となります。



組織の状況
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ISO56001の基本体系

要求事項

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

ツールがない方向けにExcelによる「IMS 組織状況管理表」を作成しております。



組織の状況
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ISO56001の基本体系

要求事項

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

「IMS 組織状況管理表」をExcelで運用することは、手間がかかりすぎる上、マネジメントしにくいため、こちらをご
用意しています。

https://systemcon.co.jp/resources/articles/press/press-20240918/

「組織の状況」に対応するための無料でスモールスタートでき
る方法を公開中です。



リーダーシップ
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ISO56001の基本体系

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

トップメッセージ：決意表明と意思を伝える
現場との対話：（例：未来トーク、1 on 1など）
ランディングページ：すべての活動が公開される
ハンドブック：認知活動をするためのハンドブック

認証取得：
ISO56001認証取得によって、認知度が組織全体に広まる

イノベーション管理ツール「IDEASCALE」のランディングページ機能

イノベーション活動⽅針

株式会社システムコンシェルジュ（以下、当組織）の基本的な活動⽅針は以下の３つとなります。

Hospitality

私たちは⼼からお客さまを迎え、温かいおもてなしの気持ちでサービスを提供します。お客さまのさま
ざまな要求に対応し、急速に変化する状況でも快適で安⼼感のあるワークスタイルを提供するために、

IT技術と経験を活かして努⼒します。私たちはお客さまを⼤切にし、彼らに特別な体験を提供すること
を⾮常に重要視しています。

Innovation

私たちが⽬指すのはイノベーション活動を⽇常的な活動にすることです。私たちは業界の常識にとらわ
れず、常に新しいアイデアと⾰新的な⽅法を考え、新しい価値を提供することお約束いたします。私た

ちは新しいテクノロジーやトレンドなどいち早く取り⼊れ、お客様にとってより良い体験を提供するた
めに努⼒します。

For The Team

私たちは利益だけを追求するのではなく、お客様を含めたチーム全体の協⼒とチームワークを重要視し
ています。お互いを尊重し、助け合いながら働きます。私たちは分断されず、⼀つのチームとして連携

し、お客様に最⾼の成果を提供するために全⼒を尽くします。私たちは互いの得意なことを活かし、お
客様との結束を⼤切にします。私たちの成功はチーム全体の⼒によるものであり、共に成⻑することを

⽬指します。

３つの基本的な活動⽅針に従って、お客様を含めたチーム全体へ継続的に価値を⽣み出し、チームへ最
⾼の体験を提供するためにイノベーションを追求します。この⽅針⽂書は、当組織のイノベーション活

動⽅針を説明するものです。

イノベーション活動の⽬的

この⽅針は、イノベーションの重要性を全従業員に伝え、組織全体でのイノベーションの推進と実践を
サポートすることを⽬的としています。

５つの⽅針
•顧客中⼼: 顧客のニーズと期待を満たすための新しい⽅法を常に探求します。

•従業員中⼼:関係する従業員が価値を感じ、⾃らも楽しむことを追求します。
•継続的な学習: 外部のトレンドや技術の変化を常に監視し、学習と適応の機会を追求します。

•リスクの受容: ⾰新的なアイディアを試すことで、失敗から学ぶ⽂化を育成します。

•協⼒とコラボレーション: 内部のチームや外部のパートナーとの連携を促進し、共同で価値を⽣み出し
ます。

イノベーション活動体制イノベーション活動
プロセス

組織の状況

外部・内部の状態と変化

機会の特定

（アイデア収集）

コンセプトの創出

コンセプトの検証

ソリューションの開発

ソリューションの導⼊

マイルストン
チェック

マイルストン
チェック

外部・内部のインプット情報を
登録してください。

継続的な成長や改善には、 皆さまからの情報が重要です。

以下のサイト に情報を登録してく ださい。
情報収集および取得について | ナレッジベース管理 (ones.com)

【 関連文書】
情報収集および取得について
IM S1 -00 4｜価値提案制度規定（ 細則）

株式会社システムコンシェ ルジュ イノ ベーショ ン活動 ハンド ブッ ク

2023年7⽉1⽇作成
2023年10⽉1⽇改定

要求事項の要約

要求事項
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ISO56001の基本体系

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

イノベーション活動⽅針

株式会社システムコンシェルジュ（以下、当組織）の基本的な活動⽅針は以下の３つとなります。

Hospitality

私たちは⼼からお客さまを迎え、温かいおもてなしの気持ちでサービスを提供します。お客さまのさま
ざまな要求に対応し、急速に変化する状況でも快適で安⼼感のあるワークスタイルを提供するために、

IT技術と経験を活かして努⼒します。私たちはお客さまを⼤切にし、彼らに特別な体験を提供すること
を⾮常に重要視しています。

Innovation

私たちが⽬指すのはイノベーション活動を⽇常的な活動にすることです。私たちは業界の常識にとらわ
れず、常に新しいアイデアと⾰新的な⽅法を考え、新しい価値を提供することお約束いたします。私た

ちは新しいテクノロジーやトレンドなどいち早く取り⼊れ、お客様にとってより良い体験を提供するた
めに努⼒します。

For The Team

私たちは利益だけを追求するのではなく、お客様を含めたチーム全体の協⼒とチームワークを重要視し
ています。お互いを尊重し、助け合いながら働きます。私たちは分断されず、⼀つのチームとして連携

し、お客様に最⾼の成果を提供するために全⼒を尽くします。私たちは互いの得意なことを活かし、お
客様との結束を⼤切にします。私たちの成功はチーム全体の⼒によるものであり、共に成⻑することを

⽬指します。

３つの基本的な活動⽅針に従って、お客様を含めたチーム全体へ継続的に価値を⽣み出し、チームへ最
⾼の体験を提供するためにイノベーションを追求します。この⽅針⽂書は、当組織のイノベーション活

動⽅針を説明するものです。

イノベーション活動の⽬的

この⽅針は、イノベーションの重要性を全従業員に伝え、組織全体でのイノベーションの推進と実践を
サポートすることを⽬的としています。

５つの⽅針
•顧客中⼼: 顧客のニーズと期待を満たすための新しい⽅法を常に探求します。

•従業員中⼼:関係する従業員が価値を感じ、⾃らも楽しむことを追求します。
•継続的な学習: 外部のトレンドや技術の変化を常に監視し、学習と適応の機会を追求します。

•リスクの受容: ⾰新的なアイディアを試すことで、失敗から学ぶ⽂化を育成します。

•協⼒とコラボレーション: 内部のチームや外部のパートナーとの連携を促進し、共同で価値を⽣み出し
ます。

イノベーション活動体制イノベーション活動
プロセス

組織の状況

外部・内部の状態と変化

機会の特定

（アイデア収集）

コンセプトの創出

コンセプトの検証

ソリューションの開発

ソリューションの導⼊

マイルストン
チェック

マイルストン
チェック

外部・内部のインプット情報を
登録してください。

継続的な成長や改善には、 皆さまからの情報が重要です。

以下のサイト に情報を登録してく ださい。
情報収集および取得について | ナレッジベース管理 (ones.com)

【 関連文書】
情報収集および取得について
IM S1 -00 4｜価値提案制度規定（ 細則）

株式会社システムコンシェ ルジュ イノ ベーショ ン活動 ハンド ブッ ク

2023年7⽉1⽇作成
2023年10⽉1⽇改定

株式会社システムコンシェルジュ内のハンドブック

要求事項
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ISO56001 –要求事項 株式会社システムコンシェルジュのコメント

トップマネジメントは，次に示す事項によって，イノベーション・マネジメントシス

テムに関するリーダーシップ及びコミットメントを実証しなければならない。

a) イノベーション・マネジメントシステムの有効性及び効率性に説明責任を負う

こと

b) イノベーションの意図，方針，戦略及び目標を確立し，それらが組織の戦略

的方向性と整合していることを確実にすること

c) イノベーション・マネジメントシステムの要求事項を組織構造及びビジネスプ

ロセスに統合することを確実にすること

d) イノベーション・マネジメントシステムに必要な経営資源が利用可能であるこ

とを確実にすること

e) 有効なイノベーション・マネジメント及びイノベーション・マネジメントシステム

の要求事項への適合の重要性を伝達すること

f) イノベーション・マネジメントシステムがその意図した結果を達成することを確

実にすること

g) イノベーション・マネジメントシステムの有効性が高まるよう人々を積極的に

参加させ，指揮し，権限を与え，支援すること

h) 持続的な改善を推進すること

i) その責任の領域に適用される場面で，全ての階層及び他の関連する役割に

おいてリーダーがリーダーシップ及びコミットメントを実証するよう奨励及び支援

すること

注記：本文書における「ビジネス」という表現は、組織の存在目的にとって中核

となる活動を広く意味するものとして解釈できます。

トップマネジメントがやるべきことは 「方針を示す」「仕組みに組み込む」「資

源を確保する」「人を動かす」「改善を続ける」 です。

つまり、経営層が自ら旗を振り、仕組みを本業に統合し、結果に責任を持つ

こと が具体的な行動となります。

。

文書名
a) IMS 基本方針書
b) IMS 計画書

5.1.1 概論
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パフォーマンス

改善

要求事項

ISO56001 –要求事項 株式会社システムコンシェルジュのコメント

トップマネジメントは，次の事項を確実にすることによって，価値実現に関して

リーダーシップ及びコミットメントを実証しなければならない。

a) 財務的及び非財務的いずれにおいても，持続的な価値実現の重視が，イノ

ベーション・マネジメントシステムの全体の目的として維持されていること

b) 不確実な状況下で価値を実現することが可能なイノベーションのプロセスを

導入すること

この項については、ISO56002では具体的に明記されていましたが、ISO56001

では要求事項が曖昧な表現になりました。

ISO56001の要求事項を素直に捉えれば、次の内容となります。

- IMS計画に財務的な価値を明記して目的として維持する

- IMS計画に非財務的な価値を明記して目的として維持する

- 不確実な状況下においても上記の価値実現が可能なプロセスを構築

し、有効性を評価する

つまりトップマネジメントは、売上や利益などの財務的価値のみを定義せずに、

非財務的な価値も定義し、それを測定しなければなりません。例えばサステ

ナビリティに基づく指標（例えば、CO2削減量など）や顧客満足度、顧客年齢層

に関する指標など、想定した価値が正しく実現できたのかを測定する必要が

あります。

結果が出てから、良い結果だけ抜き出した後付けの価値実現とならない（結

果オーライ）にならないために価値の定義を明確に定めることが重要です。

BSI Kitemark（カイトマーク）認証審査の要件

BSIによる認証審査では、次の事項を重要視します。

6. 組織は、イノベーション・プロジェクトの実行を通じて意図を測定する指標の

枠組みを提供する価値創造プロセスを確立しなければならない。

当初の戦略的意図からイノベーション・プロジェクトによってもたらされる有形・

無形の価値に至るまでの道のりを詳細に記述する。

これらの指標には、少なくとも以下のものが含まれるべきである

-戦略的整合性とイノベーション目標

-プロセスとイノベーションの有効性

-イノベーションの導入と影響

-価値創造と長期的な影響（財務、社会、持続可能性、評判、または健康と安

全に関するものを含む）

-学習とフィードバックのループ

5.1.2 価値実現の重視



リーダーシップ

61

ISO56001の基本体系

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

要求事項

5.1.3 チェンジマネジメント

ISO56001 – 要求事項 株式会社システムコンシェルジュのコメント

トップマネジメントは，次の事項によって、チェンジマネジメントに関

してリーダーシップ及びコミットメントを実証しなければならない。

a) イノベーションの成功を達成するために変革及び適応の必要性を決

定すること

b) 変革及び適応の重要性及び必要性について認識を高め、伝達するこ

と

c) 人々が変革に積極的に参加し、備え，適応できることを確実にする

こと

注記 チェンジマネジメントは、イノベーション・マネジメントシステ

ムの実施に関連する場合があり，イノベーションを展開

する際に適用される場合がある。

ISO56001から変更管理（チェンジマネジメント）が追加されました。

■変更管理の対象については、次のとおりです。

１）IMSに関するすべての要素（プロセス、役割、組織、権限と責任、

目的、計画、方針、インフラストラクチャ、規定類など）

２）イノベーション・プロジェクト（ソリューション）に関する要素

（ビジネスモデル、流通チャネル、販売ターゲット、価値など）※例と

してイノベーション・プロジェクトの価値を定義するビジネスモデル

キャンパスの項目に変化があった場合など

つまり、変更管理の対象は、「IMS自体の変更」および「イノベーショ

ンの成果を導入するときの変更」が対象になります。

■変更のタイミングについては、次のとおりです。

変更のタイミングについては、ISO56001には具体的な要求はありませ

ん。ISO9001のように「変更の計画」を策定しても問題ありませんし、

マネジメントレビューのタイミングを策定しても問題ありません。変更

タイミングとなる時期を明記していることが重要です。

■変更管理の責任者について

変更管理の責任者を明確にする必要があります。

BSI Kitemark（カイトマーク）認証審査の要件

BSIによる認証審査では、次の事項を重要視します。

1. 効果的な変更管理フレームワーク/プロセスを確立し、イノベーショ

ンイニシアチブの各段階においてリスクを積極的に特定し評価し、それ

らのリスクを軽減するための行動計画を策定する。

これにより、定義されたマイルストーン、スケジュール、リスクのレベ

ル、および行動計画が詳細に定められ、イニシアチブを推進し、統合/

採用することが可能となる。
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5.3 イノベーションの戦略

ISO56001 – 要求事項 株式会社システムコンシェルジュのコメント

トップマネジメントは，次の事項を満たすように，単一又は適宜複数

のイノベーションの戦略を確立，実施及び維持しなければならない。

a) イノベーション活動の目的，戦略的なイノベーションの目標及びそ

れらをどのように達成するかについて表明している。

b) 経営資源の配分を含む，必要な支援体制を決定及び提供する。

c) 組織の戦略的な方向性と整合している。

d) イノベーションの意図に基づき，イノベーションの方針と整合して

いる。

e) 探索及び活用すべき機会が存在する分野を決定する。

f) 戦術的及び活動レベルのイノベーションの目標を設定し，イノベー

ションのポートフォリオ及びイノベーションのパフォーマンス指標を

確立するための枠組みを提供する。

g) 適用される部門間，レベル間及び機能を通して一貫性をもっている。

h) 柔軟であり，適応可能性を備えている。

i) イノベーションのパフォーマンスに基づき，適切にモニタリングさ

れ，レビュー及び更新される。

注記 イノベーションの戦略は，組織の戦略的方向性を支援するか，又

は代替的な又はより先見的な方向性を提示することにより，それに

チャレンジすることができる。

イノベーションの戦略は、「イノベーションの方針」と整合している

必要があります。

イノベーションの戦略は短期的なだけでなく、中長期的な戦略も確立

する場合があります。むしろ中長期計画な戦略の方がしっくりくる方

も多いのかもしれません。

１つのイノベーションの方針に対して、イノベーションの戦略は複数

あっても問題ありません。むしろイノベーションのポートフォリオで

戦略を管理するため、その方が自然であるといえます。

イノベーション・ポートフォリオやパフォーマンス指標を確立するた

めにカテゴリを付与すると便利です。

例えば、株式会社システムコンシェルジュでは、次のように設定して

います。

- イノベーション活動（＝新しい取り組み）

- カイゼン活動（＝既存の価値を高める）

- タスク活動（＝個人や単一部門で完結できるもの）

- ナレッジ共有（＝活動は行わず、ナレッジとして共有・蓄積す

る）

- 対応不要（＝イノベーションの意図、戦略から外れたものな

ど）
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5.4 イノベーション文化

ISO56001 – 要求事項 株式会社システムコンシェルジュのコメント

トップマネジメントは，次に示す事項によって，イノベーション活動を

支援するために必要な組織文化を決定し，推進しなければならない。

a) 組織の内部の状況を理解する一環として現状の組織文化を分析するこ

と

b) イノベーションの意図，方針，戦略を考慮すること

c) 全ての階層のリーダーが，リーダーシップ及びコミットメントを実証

し，ロールモデルとして行動することを奨励すること

d) 力量開発，認識，関与及びコミュニケーションを必要に応じて確実に

行うこと

e) 次の特性を適切に考慮すること

1) 創造性と実効的な活動の共存を可能にすること

2) 変化への開放性，リスクを取る姿勢，協働及び共創

3) 洞察の活用，利用者及び価値実現への注目

4) 新しい知識及び力量を獲得するための探索及び実験

5) 仮定及び確立済みの条件への問い

6) 参加者の多様性及び異なる見解に対する尊重

7) 仮説に基づく分析及び意思決定と，証拠に基づく分析及び意思決

定とのバランス

8) フィードバック及び継続的な学習の奨励

9) 曖昧さ及び不確実性に取り組む能力

注記 イノベーション文化をもつ組織は，多くの場合未来志向のリーダー

を有する。彼らは，好奇心と勇気に駆り立てられ，目

的を通じて動機付けを行い，新しい知識を探求することを促進し，コー

チやメンターとして行動し，デザインや他の優れた実践

を示し，成功や失敗から学ぶことを容易にし，イノベーターやチームを

鼓舞し，力づけ，認識し，インセンティブを与える。

トップマネジメントは、組織の成熟度（測定指標）を明確にし、定期的

に組織文化を測定しなければなりません。

そのためには、IMSの適用範囲に関する関係者へ定期的にアンケート調

査を行う必要があります。

従業員へのアンケート調査（組織サーベイ）を行うサービスを利用して

もよいですし、独自アンケートを行なってもよいです。

株式会社システムコンシェルジュとしては前者を推奨しています。

アセスメント項目例

心理的安全性（Psychological Safety）

開放性と多様性の尊重（Openness & Diversity）

協働と関係性（Collaboration & Trust）

学習と挑戦の志向（Learning & Experimentation）

意思決定と裁量（Empowerment）

経営の支援とコミットメント（Leadership & Support）

全体的な印象（総合評価）

BSI Kitemark（カイトマーク）認証審査の要件

組織は、イノベーション・プロジェクトまたはプロセス全体を通して、

（社内または第三者を通じて）文化がどのように根付いているかを定期

的に評価しなければならない。

この文化を根付かせる一環として、従業員自身の経験から学ぶことを確

実にするために、ナレッジマネジメントを組み込む必要がある。
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補足：イノベーション・プロジェクト

イノベーションプロジェクト

イノベーション・マネジメントシステム
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• 概要
• 課題提示
• アイデア提出方法
• アイデア（知財）権利
• その他

目的・テーマの明確化

オーナー・責任者・ファシリテーターの明確化

プロセスの明確化

権限や権力、影響力のある人などが参加していると、アイデア
が出やすくなる

• 活動のスポンサーやオーナー
• モデレータ（ファシリテーター）

機会の特定からコンセプト検証までを具体的なプロセスに設定する。
テンプレートとして活用もできる。

要求事項
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• 概要
• 課題提示
• アイデア提出方法
• アイデア（知財）権利
• その他

目的・テーマの明確化

オーナー・責任者・ファシリテーターの明確化

プロセスの明確化

権限や権力、影響力のある人などが参加していると、アイデア
が出やすくなる

• 活動のスポンサーやオーナー
• モデレータ（ファシリテーター）

機会の特定からコンセプト検証までを具体的なプロセスに設定する。
テンプレートとして活用もできる。

マネジメントシステムの源泉となる
重要な要素です。

要求事項
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計画・目標の例

要求事項の要約

要求事項
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要求事項の要約（大項目）

ISO56002では、12の支援体制でしたが、ISO56001では戦略的インテリジェンスが削除されています。
大項目としては、以下の５つとなります。

要求事項
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要求事項の要約（中項目）

7.1 リソースは、７つのリソースを定義しています。

要求事項
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別紙：代表的なインフラの例

要求事項
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自己紹介

本講座の目的

ISO56001とは何か？

ISO56001要求事項

ISO56001基本体系

イノベーションの基本的な考え方

日本の動向

ISO56001審査ポイント
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審査のポイント

ISO56001 / ISO56002は審査会社のプライベート認証として提供されています。

Kitemark認証は、製品やサービスの主張が独立した専門家によって繰り返しテストされていること
を確認するもので、BSI Kitemark認証を受けている製品やサービスには信頼と自信を持つことがで
きます。

BSI社のプライベート認証： Kitemark（カイトマーク）認証とは

認定機関：JABなど

認証機関：BSIなど

認証取得企業

•独立行政法人製品評価技術基盤機認定センター（IAJapan）
•一般社団法人情報マネジメントシステム認定センター（ISMS-AC)
•公益財団法人日本適合性認定協会（JAB）
•株式会社電磁環境試験所認定センター（VLAC)

適合性評価機関

現在の認証について

ISO56001
審査ポイント

ISO56001
審査スケジュール



ISO56001審査ポイント
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審査のポイント

現在の認証について

ISO56001
審査ポイント

ISO56001
審査スケジュール
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審査のポイント

現在の認証について

ISO56001
審査ポイント

ISO56001
審査スケジュール
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審査のポイント

現在の認証について

ISO56001
審査ポイント

ISO56001
審査スケジュール
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審査のポイント

現在の認証について

ISO56001
審査ポイント

ISO56001
審査スケジュール

1回目（1日間） 2回目（1日間） 3回目（2日間）
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審査のポイント

現在の認証について

ISO56001
審査ポイント

ISO56001
審査スケジュール

1回目（1日間） 2回目（1日間） 3回目（2日間）



当社のサービス



株式会社システムコンシェルジュの製品・サービスメニュー

イノベーション管理 ナレッジ管理 プロジェクト管理

国際標準規格
ISO56002/ISO56001

Global Innovation
Management Institute

国際標準規格
ISO30401/ISO42001

日本文書情報
マネジメント

アジャイル・スクラム
ウォーターフォール

SAFeなど

方
法
論

IT
ツ
ー
ル

アジャイル・スクラム研修
ウォーターフォール研修
ONES Project基礎

イノベーション人材育成研修
デザイン思考研修

イノベーション・ワークショップ
ISO56002概論
IdeaScale基礎

ISO30401概論
ONES Wiki基礎

力
量
・
教
育

支
援 導入支援サポート

運用支援サポート
導入支援サポート
運用支援サポート

導入支援サポート
運用支援サポート

ICTツールをベースにした導入支援サービス



株式会社システムコンシェルジュの製品・サービスメニュー

アイデアが泉のように湧き出る

ゲーミフィケーションを取り入れた究極のアイ
デア管理ツール「アイデアクエスト」

IDEAQUEST（アイデアクエスト）は、規定やルール、マニュア
ルなどで活動するような堅苦しい仕組みではなく、ゲーム要素を
取り入れて手軽に楽しくアイデア出しができるアイデア管理ツー
ルです。
ISO56001（イノベーション・マネジメントシステム）を実践す
る要素も取り入れているため、ゲーム感覚でありながら本格的な
イノベーションの仕組みを構築します。

手軽に楽しくゲーム感覚でビジネス活用できるアイデアを集める



株式会社システムコンシェルジュの製品・サービスメニュー

主要機能

クエスト管理

目的・テーマを設定したクエ
ストを作成。目的・テーマだ
けでなく報酬、難易度（ク
エストレベル）、期限、クエ
ストオーナーなども設定して
公開

パーティ管理

クエストに挑むパーティメン
バーを管理。クエストの内容
に応じてパーティを組んだり、
自由に参加したり、仲間と
一緒にクエストにアイデアを
出してください。

アイデア管理

クエストの目的・テーマに対
してアイデアを登録します。
アイデアの評価によって報酬
と経験値、称号ランクなどが
カウントアップされます。
アイデアに対して、「いいね」
や「投票」ができます。

世界管理
（システム管理）

世界管理（システム管
理）は、この世界に所属す
る人々（メンバー）を管理
します。アカウント管理、パ
スワードポリシー、称号ポリ
シー、通貨ポリシーなどの設
定を行います

プロフィール管理

メンバーのプロフィールを設
定します。アバター、メン
バー名、パスワード、メッセー
ジ、職業、称号ランク、経
験値などが表示され、ステイ
タス更新によってランクアップ
します。

レポート

世界（システム）内のクエ
ストの活動状況やアイデア
状況などを「知の書（イノ
ベーションの種）」としてレ
ポート出力します。



株式会社システムコンシェルジュのサービスメニュー

ISO56001 / ISO56002およびイノベーション関連支援サービス



株式会社システムコンシェルジュのサービスメニュー

イノベーション・マネジメント支援サービス

※導入支援サービス、および運用支援サービスについては、組織の規模や要件に応じて個別見積となります。

月額20万円からスタートできる
2025年10月末までに発行した見積書有効期限まで

2025年11月1日より、価格改定の予定



株式会社システムコンシェルジュのサービスメニュー（期待効果例）

イノベーション部⾨
または

DX推進部⾨

募集キャンペーンの作成
ワークフローに従ってアイデアをコンセ
プトに変換する

ワークフローに従ってアイデアをコンセ
プトに変換する（ レビューと承認）

経営組織
または

マネジメント組織

実⾏
リリース

事業部⾨

営業 マーケティング 製造・開発 顧客・製品サポート

イノベーション・
アンバサダー

関係部⾨からイノベーショ
ン・アンバサダーを選出する

情報もしくはアイデアの登録

分析レポート

投稿者評価など

マネジメントレビュー

課題

各部⾨単位でカイゼン活動、アイデア出しを⾏なっており、部⾨を超えた視野で
のアイデアやカイゼンが⾏いにくい。

属⼈的（ 属部⾨的） なプロセスややり⽅によって会社全体のナレッジ財産（ 知

識財産） になりにくくなっている。

求めたいこと

オール組織が共通のやり⽅で共通の意識をもって、効果の⾼いカイゼンやイノ
ベーション活動（ 新しい価値の創出） を実現したい。

その共通活動を⾏うことで、オール組織の知識財産として将来に向けて蓄積・活

⽤したい。

実現する
概要図

必要な運営

⼀定期間のスケジュールでアイデアコンテス
トなどを実施（ 例︓四半期） する。
同様に仕組みを運営している会社組織で
は、四半期ベースが多い。

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

開始宣⾔

アイデア出し〜コンセプト

選出・評価

マネジメントレビュー

判定

実⾏プロセスへ移⾏

必要な体制

備考主な役割役割

活動の⽬的や意図を理解し、全体に意図を伝達する。
組織横断的な俯瞰した視点をもち、全体の活動を管理す

る役割を担います。
推進リーダー（座⻑）

※IdeaScale社より⽀援可能で
す。

各⼈員や部⾨を結合させるためのイベントやセレモニー
を開催し、意識とモチベーションを⾼める。司会進⾏役

的な役割を担います。
推進ファシリテーター

アイデアやコンセプトを評価し、次のフェーズへ移⾏す
る判断を⾏う役割を担います。理想は⼀個⼈ではなく、

数名のチームで評価・検証を⾏うことが望ましい。
推進モデレーター

さまざまな情報ソース、または部⾨から情報やアイデア、
課題を収集し、新しい価値や既存事業のカイゼン、価値

向上のために組織にアウトプットを⾏う役割を担います。
推進メンバー

期待効果

場当たり的な活動ではなく。予定された期間に限定して実施することで業務調整が
⾏いやすくなり、活動が継続されやすくなる。そのため組織に新しい価値やカイゼンが

継続的にうまれる。
イノベーション活動に取り組む組織では、投資家や株主からの評価も⾼くなり、時価

総額も増加傾向になる。※価値協創ガイダンス2 . 0にも対応



情報公開サイト：イノベーション・ワールド

https://innovation.systemcon.co.jp/

私たちの知識・ノウハウを公開



株式会社システムコンシェルジュへの相談
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https://systemcon.co.jp/contact/

03-5577-5735
innovation@systemcon.co.jp

株式会社システムコンシェルジュ
イノベーション推進室 大塚



イノベーションによる価値を創造する
業務改善型ジェネレーティブプロバイダー
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